
実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

○年度 ○年度 ○年度 ○年度 H30年度

多良間村観光危機管理計画の策定完了

実　績
計画策定完

了

目　標 計画策定

実　績

策定

実　績 実施済み
観光危機管理計画の策定

目　標

実施
観光危機管理対応訓練

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

○年度 ○年度 ○年度 ○年度 H30年度

勉強会実施

実　績 実施
関係事業所勉強会

目　標

訓練

実　績

99.8%

うち
交付金充当額

7,758,000 7,758,000

執行状況の説明 執行率は99.8％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

～○年度 ○年度 ○年度 H30年度 合計

Ｂ．執行済額 9,968,400 9,968,400

Ａ．予算現額 9,990,000 9,990,000

執行率（％）(B/A) 99.8%

事業内容
村内において自然災害や人的災害が発生した際に、訪れている観光客への対応の指針を定めた「多良間村観光危機管理計
画」を策定する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 多良間村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 多良間村観光危機管理計画策定事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成
年度

沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-（1）
30 30 該当箇所

担当部課名 観光振興課
事業実施

年度
平成

～

第3章-3-（2）-ウ

観光客の受入体制の整備

庁内検討委員会
目　標

実　績

検討委員会

実施



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・見直しが行われる地域防災計画における、観光危機管理計画の位置づけを確認し、訓練等への積極的な活用を促進する。

【　年度】
・

【　年度】　
・

【R1年度】
・計画書を各部署に配置し、危機における観光客への対応等について周
知を図った。

【R1年度】
・計画が実効性のあるものになるためには、訓練を実施し計画が的確に
活用されるか検証することが必要。

【R2年度】
・村の地域防災計画見直しに対応し、内容を検証する。

【R2年度】
・地域防災計画見直しに伴う変更点を反映させた内容に更新していく。

【　年度】　
・

【　年度】　
・

状
況
説
明

【R１年度】
・計画を活用しての訓練実施を目指した。しかし、訓練に必要な職員（ノウハウ）が不足し、委託しての実施を目指したが、予算を確保す
ることもできず、訓練は実施できなかった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R1年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績
避難訓練未実

施

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

策定した観光危機管理計画を活用した避難訓練(年１回
以上)を実施することにより、当該計画について検証す
る

目　標 避難訓練実施



第５章－３－（４）－ウ－（イ）

農林水産業の振興

担当部課名 産業経済課
事業実施

年度
平成

～ 年度
沖縄振興基本方針 Ⅲ－９

27 29 該当箇所

□ その他（　　）

市町村名 多良間村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 多良間新製糖工場整備事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成

■ 委託 □ 補助 □ 負担

執行率（％）(B/A) 90.9% 98.6% 99.9%

事業内容
　本村の基幹産業であるさとうきび・糖業の安定した生産体制を確立し、持続的なさとうきび・糖業の振興を図るため、含みつ
糖製糖施設を整備する。

実施方法 ■ 直接実施

Ａ．予算現額 65,756 71,766 346,094 483,616

Ｂ．執行済額 59,764 70,794 345,666 476,224

380,978

執行状況の説明
・H27年度は、国指定天然記念物の生息が判明し、保護対策を施す事が必要となったことから繰越が生じ
た。H29年度は既存工場の操業との関係から繰越が生じた。
・最終的な予算執行率は98.5％となり、概ね計画的に執行した。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H27年度 H28年度 H29年度 ○年度 合計

供用開始

実　績

98.5%

うち
交付金充当額

47,811 56,635 276,532

不発弾事前探査、用地
造成工事測量設計委託
業務、用地造成工事の

実施

含みつ糖製糖
施設外構工事
整備

含みつ糖製糖
施設外構工事
の実施

供用開始

含みつ糖製糖施設外構工事の実施

目　標
不発弾事前探査、用地
造成工事測量設計委託
業務、用地造成工事の

実施

含みつ糖製糖
施設外構工事
整備

含みつ糖製糖
施設外構工事
の実施

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 ○年度

実　績

目　標

目　標

実　績

実　績

目　標
委託業務、造
成工事の完了

設計業務、外
構工事を実施

外構工事の
完了

含みつ糖製糖施設外構工事の完了

実　績
委託業務、造
成工事の完了

設計業務、外
構工事を実施

外構工事の
完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 ○年度

目　標

目　標

実　績



■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

【R1成果目標】
製糖期間におけるさとうきびの受入可能割合100％
（受入可能割合＝農家によるさとうきび生産量のうち、
製糖工場が受入できた割合）

目　標 100.0%

○年度 ○年度

実　績 100.0%

○年度

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R1年度 R2年度

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

状
況
説
明

【R１年度】
・R１年度の受入可能割合100％

【　年度】
・

【　年度】
・

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・指定管理者の製糖事業者により、引き続き操業終了期～操業期にかけ徹底した施設メンテナンスの実施を行う。

【　年度】
・

【　年度】　
・

【R１年度】
・目標通りの受入可能割合100％を達している。

【R1年度】
・今後、施設老朽化や故障により受入可能割合の低下の可能性が考え
られる。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】　
・

【　年度】　
・



目　標

実　績

目　標

実　績

目　標
実施設計の

完了

施設整備工
事の完了

実　績
実施設計の

完了
施設整備工
事の完了事業期間中の

成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

２９年度 ３０年度 ○年度 ○年度 ○年度

施設整備工事の完了

目　標

実　績

目　標

実　績

施設整備工事の実施

目　標
実施設計の

作成
施設整備工
事の実施

実　績
実施設計の

作成
施設整備工
事の実施

執行状況の説明 執行率は95.8％で､概ね良好な執行ができた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

２９年度 ３０年度 ○年度 ○年度 ○年度

うち
交付金充当額

4,665 92,240 96,905

執行率（％）(B/A) 100.0% 95.6% 95.8%

Ａ．予算現額 5,832 120,633 126,465

Ｂ．執行済額 5,832 115,301 121,133

負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

２９年度 ３０年度 ○年度 ○年度 合計

事業内容 環境保全のために、教育関連施設に環境負荷の少ないＬＥＤ照明を整備し、二酸化炭素排出量の抑制を図る。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

担当部課名 教育委員会 教育課
事業実施

年度
平成

～
平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（１）

29 30 該当箇所

市町村名 多良間村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 教育関連省エネ推進事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－1－(3)－ア

地球温暖化防止対策の推進



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ１年度】
・整備した施設がどれくらいの二酸化炭素排出を抑えることができたかを検証することで､児童・生徒・地域住民への地球温暖化、環境保全意識の
啓発に取り組む。

【　年度】
・

【　年度】　
・

【Ｒ１年度】
・環境負荷の少ない照明整備が完了し、児童・生徒・地域住民の地球温暖
化や環境保全への意識向上が課題となる。

【R1年度】
・環境保全に向けた畏敬初活動にあたり､整備した施設において抑制で
きた二酸化炭素排出量を把握した。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】　
・

【　年度】　
・

目　標

実　績

状
況
説
明

【Ｒ１年度】

・Ｒ１年度の成果目標　二酸化炭素排出削減量62,264ｋｇは、ＬＥＤ整備箇所でない図書館が含まれていたので、正しい二酸化炭素排
出削減量は年間53.291ｋｇとなる。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

Ｒ１年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

二酸化炭素排出削減量　62,264ｋｇ

目　標
二酸化炭素排出

削減量
62,264ｋｇ

実　績
二酸化炭素排出

削減量
53,291ｋｇ

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
○年度 ○年度 ○年度 ○年度



目　標

実　績

目　標

実　績

目　標
船舶の建造

完了

実　績
船舶の建造

完了事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

船舶の建造完了

目　標

実　績

目　標

実　績

船舶の建造

目　標 船舶の建造

実　績 船舶の建造

執行状況の説明
・H29年度は船舶の規模及び仕様について、航路事業者との協議に不測の日数を要したことから、繰り越が
生じた。
・最終的な執行率は97.3％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

うち
交付金充当額

64,713 64,713

執行率（％）(B/A) 97.3% 97.3%

Ａ．予算現額 83,160 83,160

Ｂ．執行済額 80,892 80,892

負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 ○年度 ○年度 ○年度 合計

事業内容
　水納島航路は、建造後25年を経過した船舶により、不定期航路として水納島⇔多良間島間を運行しており、他に交通手段は
ない中、船舶が老朽化していることから、村所有の船舶を建造し、連絡船の整備を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □

担当部課名 総務財政課
事業実施

年度
平成

～
平成

年度
沖縄振興基本方針 Ⅲ-9

29 29 該当箇所

市町村名 多良間村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 水納島航路船舶建造事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

３章-３-（１１）-ア

交通・生活コストの低減



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・村のホームページや観光協会等を通じて水納島の魅力の発信や、渡航方法の周知を図る。

【　年度】
・

【　年度】　
・

【R1年度】
・船舶運航需要（水納島⇔多良間島）の回数を増やしていきたい。

【R1年度】
・水納島の認知度が高くないので、認知度向上や魅力の発信に努めた
い。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】　
・

【　年度】　
・

目　標

実　績

状
況
説
明

【R1年度】
・航行可能な海象条件下における船舶運航需要（水納島⇔多良間島）に全て対応し、成果目標の100%を達成した。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

航行可能な海象条件下における船舶運航需要（水納島
⇔多良間島）に対応できた割合 100%

目　標 100.0%

実　績 100.0%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R1年度 ○年度 ○年度 ○年度


